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(54)【発明の名称】 多段式バルーン付チューブ

(57)【要約】
【課題】  大腸内視鏡の挿入を容易にするため、内視鏡
下で消化管を短縮操作するに用いる多段式バルーン付チ
ューブを提案するものである。
【解決手段】  内視鏡挿入部を嵌入して用いる径を異に
する複数個のチューブを形成し、該チューブは径の小な
るものを順次径の大なるものへ滑動可能に嵌入する。該
チューブは、それぞれ先端部近傍にバルーン部を形成
し、チューブ壁にバルーン部へ連通する流体通路を設け
るとともに、チューブ基端部に流体を前記流体通路を介
してバルーン部へ送入する送入手段を設けて成る。



(2) 特開２００２－６５５９５

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  ゴム又は合成樹脂を用いて、ほぼ円筒状
で径が異なり、径のより小なるものは径のより大なるも
のへ順次滑動又は摺動可能に嵌入可能な複数個のチュー
ブを形成し、該各チューブにはそれぞれ、先端部近傍に
流体により膨張可能なバルーン部と、管壁に前記バルー
ン部に連通する流体通路と、基端部に前記流体通路に連
通する流体送入装置とを設けたことを特徴とする多段式
バルーン付チューブ
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】  本発明は、大腸内視鏡の挿
入を容易にするために、内視鏡下で消化管を短縮操作す
るに用いる多段式のバルーン付チューブに関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】  Ｓ状結腸や横行結腸は、大腸の遊離部
分であり、また、その走行は変化に富んでいる。このた
め、大腸内視鏡挿入時には、この部位（Ｓ状結腸と横行
結腸）にループを生じやすく、挿入困難となり易い。大
腸内視鏡挿入手技においては、その部位をうまく通過さ
せるために、アングル操作、捻り操作、引き戻し操作、
軸保持などの工夫を要し、或いは送気やＸ線透視の併用
などが従来行われてきた。更に、硬度の変換可能な内視
鏡を用い、或いは内視鏡の補助装具としてスラィディン
グチューブも用いられた。しかし、これらの手段を駆使
しても、なお、手技のマスターに術者は苦労しているの
が、現状である。大腸内視鏡が上部内視鏡と同様に、一
般内視鏡医が誰でも特別なテクニックを用いずに、患者
に苦痛を与えず、かつ、安全に、しかも短時間で確実に
挿入可能な手段が求められてきた。しかしながら、現状
では、スコープを押すことなく、確実に内視鏡へ前記遊
離腸管を短縮させて、ループを作らない内視鏡器具はな
い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】  大腸内視鏡を苦痛を
伴わず安全に、しかも短時間で挿入するためには、ルー
プの形成を防止し、腸管を伸展させずに、腸管の短縮操
作を巧みに行い得、軸を保つことが求められる。Ｓ状結
腸や横行結腸において、内視鏡を動かさずに腸を短縮で
きればループを生じることがなく、大腸の遊離部分をい
わば、直線的に進めることができる。従来は、遊離腸管
を短縮させるために内視鏡にアングルを掛けて、これを
スコープの引き戻し操作で大腸壁のひだにかけて短縮操
作を行っているが、アングルを解除すると、すぐに元の
状態に戻ってしまう場合が少なくない。大腸内視鏡挿入
手技の基本は、内視鏡の軸を保ちながら、屈曲部を越え
る際に腸管を伸展させずに、短縮操作を支障なく行うこ
とである。しかし、確実にＳ状結腸を短縮して、肛門縁
より２５センチメートルほどでＳ状結腸から下行結腸移
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行部に到達させる短縮操作手段や器具はない。この発明
の目的は、腸管を短縮するとともに、元の状態に戻らせ
ることなく順次腸を短縮操作を行い得、内視鏡先端を下
行結腸移行部まで導くことができる手段を提供するにあ
る。
【０００４】
【課題を解決するための技術手段】  上記課題を解決す
るため鋭意研究した結果、次の構成が最も適切であるこ
とが明らかとなった。内視鏡挿入部を嵌入して用いる径
を異にする複数個のチューブを形成し、該チューブは径
の小なるものを順次径の大なるものへ滑動可能に嵌入す
る。該チューブは、それぞれ先端部近傍にバルーン部を
形成し、チューブ壁にバルーン部へ連通する流体通路を
設けるとともに、チューブ基端部に流体を前記流体通路
を介しバルーン部へ送入する送入手段を設けてある。そ
こで、内視鏡挿入部を前記のように複数のチューブが径
の大小に従って嵌合してあるチューブの最も径の小なる
ものへ嵌入し、例えば該複数のチューブを内視鏡の手元
側へ引き上げ、まず、肛門から直腸Ｓ状結腸移行部ま
で、内視鏡挿入部をほぼ直線的に抵抗なく挿入し、次い
で少し送気と腸内腔を確認しながら無理のない部位まで
内視鏡を進める。その先の部位では内視鏡先端を進め
ず、前記複数のチューブを内視鏡先端まで進め、前方に
管腔が視認できるよう内視鏡先端のアングルを変えなが
ら最も径の大なるチューブのバルーン部を膨張させ、該
チューブを内視鏡基端部方向へ引き、腸が肛門側に短
縮、牽引されてくるのを確認しつつ、術者の手が重くな
るまで十分に引き、腸を短縮させる。次いで、より径の
小なるチューブのバルーン部を膨張させ、同様の操作を
繰り返し、順次腸を短縮しながら内視鏡先端を下行結腸
に導く。このようにして、内視鏡を押すことなく、ま
た、その軸を回転させることなく、内視鏡先端部を例え
ば横行結腸へ、場合により小腸まで進めるのである。
【０００５】
【発明の実施の形態】  本発明に係る多段式バルーン付
チューブの実施例を図面を用いて説明する。図１は発明
の概要を示す側面図、図２は図１のＡ－Ａ線における端
面図、図３はチューブを３筒に形成した場合の側面図で
ある。チューブは、例えば図１に示すように径が異な
り、径のより大なるチューブ（１）と、径のより小なる
チューブ（１１）の２筒から形成し、或いは図３に示す
ように更にチューブ（２１）を付加する３筒に形成する
など、内視鏡の挿入目的部位により選択すべきである。
また、その目的部位により更に多筒とすることも選択し
てよい。最近の内視鏡挿入部は、従前のものより細径の
ものが開発されているので使用する内視鏡の種類によっ
て選択することも重要である。径の異なるチューブを嵌
入するとき、必ずしも摺動するもののみを選択する必要
はなく、実際の手技を円滑にするため、各管壁の間に多
少のゆとりを持たせ、滑動を容易にすることも考慮すべ
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きである。チューブの長さは、径の最も小なるものを例
えば１２０センチメートル（もとよりこれに限定するも
のではない。）とし、径のより大なるものを順次短くす
る。前記各チューブ（図１では（１）及び（１１）、図
３では更に（２１）を図示）にはそれぞれ、先端部近傍
にバルーン部（図１では（２）１２）、図３では更に
（２２）を図示）と、管壁に前記バルーン部に連通する
流体通路（図２では（３）及び（１３）のみを図示し、
チューブ（２１）における流体通路は図示を省略し
た。）と、基端部に前記流体通路に連通する流体送入装
置（図１では（４）及び（１４）、図３では更に（２
４）を図示）を設ける。該流体送入装置は、公知のもの
を適宜選択できる。
【０００６】
【発明の効果】  本発明に係る多段式バルーン付チュー
ブを用いれば、内視鏡を強いて押すことなく、また軸を
回転させることなく、内視鏡挿入部の先端部を無理なく
目的部位まで進めることができるので、手技を容易にす
るとともに、患者の負担を軽減し、かつ、安全に手技を
実施できる。吻合対象である消化管と消化管を接着させ
るため、バルーン部（５）を膨張させる。また、バルー*
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*ン部（４）を膨張させ、吻合口を拡大する手段に用いる
ことができる。このようにすれば、患者に対する侵襲を
最小限に抑制し、また、術者の熟練度に依存する従来の
施術に比し、簡易かつ安全に施術できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  実施例の概要を示す側面図
【図２】  図１のＡ－Ａ線における端面図
【図３】  チューブを３筒に形成した場合の側面図
【符号の説明】
１・・チューブ
２・・バルーン部
３・・流体通路
４・・流体送入装置
５・・内視鏡嵌入腔
１１・・チューブ
１２・・バルーン部
１３・・流体通路
１４・・流体送入装置
２１・・チューブ
２２・・バルーン部
２４・・流体送入装置

【図１】 【図２】

【図３】
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